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企画趣旨 

本シンポジウムの目的は、法学、教育学、心理

学の研究者が協同し、①小学生に育成すべき法的

概念の提示、②小学生の法的発達の実態に基づい

て、③小学生向け法教育のあり方を議論すること

にある。そして、子どもの発達を踏まえた法教育

研究の必要性を提案するものである。 

近年、法教育は学習指導要領にも位置づけられ、

急速に教材の開発が進められている（法教育研究

会 2005・関東弁護士連合会 2011）。法教育は、「法

律の専門家ではない一般の人たちが、法や司法制

度、これらの基礎になっている価値を理解し、法

的なものの考え方を身につけるための教育（法務

省）」と定義され推進されている。法教育の理念は、

一人ひとりの人間が，かけがえのない一個の個人

として互いに認められる自由で公正な社会を目指

すものであり、従来の道徳教育にも通じるもので

ある。 

道徳に関する発達研究では，幼児期から子ども

が「公正」「権力」「個人の自由」といった法の基

礎にある概念を認識していることが報告されてい

る（Damon,1977;Turiel,1983）。米国では，心理学

的な実証研究を背景に，幼児期から子どもたちの

法的発達に挑戦する法教育プログラムも開発され

ている（Center for Civic Education,2001）。し

かし我が国においては，中学校を中心に教材開発

が進んでいるものの小学校、特に低学年からの法

教育のあり方について本格的に検討されてきたこ

とはないだろう。 

そこで本シンポジウムでは，法学者と教育学者

と心理学者が共同して，①子どもが学ぶべき法的

概念の提示（法教育ミニマム・エッセンシャルズ

探求部門），②子どもの法的概念発達の実態調査の

報告（法的発達調査部門）、③学校現場における法

教育の実際と上記調査が示唆するもの（法教育プ

ログラム作成部門）を示し、小学校における法教

育のあり方について議論を深めたい。 

 

 

子どもが学ぶべき法概念について考える 

法教育ミニマム・エセンシャルズ探究部門 

土井真一（京都大学） 

根本信義（筑波大学） 

まず法教育ミニマム・エッセンシャルズ探求部

門の土井真一（憲法学）と根本信義（法実務学・

弁護士）が法学者の立場から小学生に育成すべき

法概念に関する報告を行う。小学生に法教育を展

開する場合、抽象的な法概念をその本質を踏まえ

たうえで、小学生でも理解できる言葉に置き換え

る必要がある。 

例えば、法教育の最もベースとなる民主主義と

いう概念は、「みんなのことは、みんなで決めなけ

ればならない。」「みんなで決めるときには、一人

ひとりが対等でなければならない。」「みんなで決

めるときには、一人ひとりが自由に意見を言えな

ければならない。」「みんなで決めたことは、みん

なで守らなければならない。」「みんなで決めたこ

とが間違っていたと思われるときは、みんなで改

めなければならない。」といった言葉に置き換える

ことができる。 

本部門では、法学者の立場から小学生に育成す

べき法概念の提示を行うとともに、小学校におけ

る法教育の意義、法と道徳との関係、教育心理学

研究に期待すること等の話題提供も行う。 

 

 

小学生の民主主義に関する概念発達 

法的発達調査部門 

樟本千里（岡山県立大学） 

中原朋生（川崎医療短期大学） 

ここでは法的発達調査部門の樟本千里（教育心

理学）と中原朋生（社会科教育学）が，法教育の

最も基礎となる民主主義に関する小学生の実態調

査に関する報告を行う。本部門では，子どもたち

の民主主義概念の発達状況を探るために，非民主

的な３つの事象に対する善悪の判断に関する調査

を行った。非民主的な３つの事象とは，第１に「み

んなのことはみんなで決める」という民主主義の

原則に反する状況，第２に「少数者の意見を尊重

する」という原則に反する状況，第３に「皆で決

めたことは皆で守る（または皆で決めていないこ

とへの抵抗を認める）」という原則に反する事象で

ある。 

子どもの発達的な知見から，子どもの民主的な

思考・態度を阻害するものには，視点取得能力の

未熟さ，権威主義的思考，同調性の高さの 3 点が

考えられる。視点取得能力の未熟さは，自己と他

者の信念や思考，価値観などの違いに気づかない
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可能性，気づいても複数の視点を統合することが

困難であることにつながる。Piajet や Kohlberg

流の他律から自律へという一元的な発達理論に基

づけば，幼い子どもは権威志向的であることが明

らかにされており，公正，正義などの概念形成に

は児童期後期あるいは青年期まで構成されないと

考えられている。このことから児童は，権威者が

行うことならば正しいと考えるのではないかと予

想される。また，児童期とくに中学年はギャング

エイジともよばれ集団性が芽生える時期であり，

同時に良い子志向，対人同調的であることも知ら

れている。このことから，児童は多数者への同調

を過度に重視するのではないかと予想される。 

認知的制約である，視点取得能力の未熟さはそ

の発達時期を待たなければならないが，権威志向

や対人同調性に関しては価値観の要素も多く含み，

教育可能性の余地があると考えられる。したがっ

て，児童期からの法教育を考えるにあたり教育プ

ログラムとして操作できるのはこの 2 点であろう

と思われる。そこで，特別な法教育の機会を与え

られていない児童の意識調査を行うに当たり，子

どもの非民主的な事象における考え方に対して，

権威性と同調性がどんな効果をもつのかを明らか

にする必要があると考えた。 

上述の３つの事象に対して次のような調査計画

を立てて調査を行った。第１の「みんなのことは

みんなで決める」という原則に反する状況に対す

る児童の善悪判断への，学年（2 年生，4 年生，6

年生）×権威（先生，私）×同調（多数者への同

調，少数者への同調，同数）の影響を検討した。

第 2 の「少数者の意見を尊重する」という原則に

反する状況に対する児童の善悪判断への，学年（2

年生，4 年生，6 年生）×権威（先生，私）×同調

（少数者の意見表明，同数者の意見表明）の影響

を検討した。第３の「皆で決めたことは皆で守る

（または皆で決めていないことへの抵抗を認め

る）」という原則に反する状況に対する児童の善悪

判断への学年（2 年生，4 年生，6 年生）×同調（み

んなで休む，ひとりで休む）×関与（関与してい

る，関与していない，当事者以外も関与）の影響

を検討した。 

さらに，それぞれの善悪判断に対しての理由づ

けを問い自由記述で応えさせた。第１の「みんな

のことはみんなで決める」という原則と第 2 の「少

数者の意見を尊重する」という原則に対しては，

①多数者への同調（人気がある），②配慮（意見が

通らなかった側への），③勝手（手続きが無視され

ている）の 3 つの基準で分類を行った。第３の「皆

で決めたことは皆で守る（または皆で決めていな

いことへの抵抗を認める）」という原則に対しては，

①抵抗する（休む）ことが悪い，②個人の自由を

認める，③配慮（他の理由を探す），④手続きの不

備の４つの基準で分類を行った。それぞれの理由

づけにおいても，学年や状況の違いによって，判

断理由に違いがあるのかどうかを報告する。 

本部門では，小学生の法教育の可能性について，

子どもの発達的な変化から話題提供を行うもので

ある。それに加え青森，大阪，岐阜，広島と複数

の地域で調査を行っていることから，それぞれの

地域ごとの特徴を報告することで，民主的な規則

に関する考え方への環境要因の影響についても話

題提供を行うものとする。 

 

 

学校現場における法教育の実際 

法教育プログラム作成部門 

須本良夫（岐阜大学） 

渡部竜也（東京学芸大学） 

ここでは法教育プログラム作成部門の須本良夫

（社会科教育学）と渡部竜也（社会科教育学）が

学校教育における法教育の実際と上記の調査が法

教育に示唆するものを報告する。 

小学校教育における法教育は、社会科教育、道

徳教育、特別活動といった学校教育の様々な場面

で展開されている。社会科教育においては高学年

を中心に法、民主主義、司法制度といった法的概

念や知識を直接の学習対象としている。また道徳

教育では、公正、個人の尊重といった法の基礎に

ある価値や概念を扱っている。また特別活動では、

クラス憲法づくりや民主的な学級経営などを子ど

もたちは民主主義概念を体験的に学んでいる。 

法的発達調査部門が行った調査では、低学年、

中学年、高学年と民主主義に関する概念の発達に

変化が見られた。本部門では、小学校の現場の状

況を踏まえ、本調査結果が示唆するものを報告す

るとともに、教育心理学研究に期待すること等の

話題提供も行う。 
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達 段 階 に 対 応 す る 法 教 育 プ ロ グ ラ ム 開 発

（24330242）代表：橋本康弘」の助成に係るもの

である。 

  

― 75 ― 

  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


